
　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0001

A200800016

2008-0142

2008/03/06

(事故発生地)

神奈川県

当該製品の電源を入れてしばらくすると
、当該製品から発火したため、消火した
。

事故原因は、当該製品内部の電源端子部の組み
立て時に、端子ネジが適切に締め付けられてい
なかったため、当該箇所で接触丌良が生じて発
熱し、出火したものと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/04/03)電気ストーブ（ハロゲン
ヒーター）

株式会社アルバジャパン

HH-A01

( 火災 )

A200800025

2008-0148

2008/03/12

(事故発生地)

鹿児島県

当該製品周辺が焼損する事故が発生した
。

事故原因は、長期間使用（約２０年）により当
該製品の電源コードが繰り返し屈曲を受けたた
め、コードの芯線が断線してスパークが発生し
、布団等に着火して、その熱により、低温火傷
を負ったものと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/04/04)電気あんか

森田電工株式会社（現　株
式会社ユーイング）

MA-60Y

( 重傷 )

A200800108

2008-0613

2008/03/27

(事故発生地)

岐阜県

当該製品から異臭がし、発煙したため扉
を開けた際に発火し、庨内の食材が焼損
した。

調査の結果、当該製品の内部配線コネクタ部の
リード線に溶融痕が認められたが、コネクタ部
が異常発熱した痕跡を確認することができなか
ったため、原因を特定することはできなかった
。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/04/28)電気冷蔵庨

シャープ株式会社

SJ-11TL-A

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0002

A200800116

2008-0615

2008/04/20

(事故発生地)

埼玉県

当該製品の器具のソケットから出火し、
周囲を焼損した。

事故原因は、当該製品のソケットにランプを装
着する際、ランプの電極端子ピンが折損、又は
、ソケット内部のスプリングコイルが折損した
ことにより、接触丌良や端子間の短絡、又は、
異常発熱が生じ、ソケットの樹脂部が発火した
ものと考えられるが、ソケット部は焼損が著し
く、ソケット端子が回収されず、確認できてい
ないことから、原因の特定には至らなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/04/28)照明器具

オーデリック株式会社

FM721EN

( 火災 )

A200800117

2008-0616

2008/03/13

(事故発生地)

熊本県

当該製品から出火しする火災が発生し、
ランプベースの樹脂部品が溶けた。

事故原因は、当該製品に使用した蛍光ランプの
寿命時に、フィラメントから飛散した金属物質
がフィラメントの電極を支えているステムガラ
スに堆積したことに加え、当該製品のランプの
寿命末期の異常を検知する保護回路動作が遅延
したため、蛍光ランプに電流が流れ続けて、異
常発熱し、口金部が溶融したものと考えられる
。なお、保護回路が動作しなかった原因は特定
できなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/04/30)環形蛍光ランプ

NECライティング株式会社

FCL32EX-D/30-HG

( 火災 )

A200800255

2008-1087

2008/05/30

(事故発生地)

北海道

キッチンで火災が発生し、当該製品が焼
損した。

事故原因は、当該製品のメイン基板が焼失して
いることから、原因の特定には至らなかったも
のの事故の状況から当該箇所から出火した可能
性が考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/06/10)温水式温風暖房機

松下エコシステムズ株式会
社［現　ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴｺｼｽﾃﾑ
ｽﾞ（株）］

BV-H70RR1L

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0003

A200800265

2008-1081

2008/05/31

(事故発生地)

東京都

当該製品付近から異臭がしたため、確認
すると安定器巻線部に損傷が見られた。

当該製品付近から異臭がしたため、確認すると
安定器巻線部に焼損が見られた。事故原因は、
当該製品の安定器の製造時に、巻線の絶縁被覆
に傷やピンホールがあったと考えられ、当該部
分で層間短絡が生じ、発煙に至ったものと考え
られる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/06/11)照明器具

松下電工株式会社

FA21021Z

( 火災 )

A200800347

2008-1381

2008/06/22

(事故発生地)

東京都

調理中に当該製品が焼損する火災が発生
した。

事故原因は、長期間使用（約３９年）により、
モーターコイルの絶縁性能が劣化し、層間短絡
が発生したため、コイルやモーターハウジング
の表面に付着した油や油を含んだ埃に着火し、
埃が焼損したものと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/07/02)レンジフード

株式会社日立製作所（現 日
立アプライアンス株式会社
）

HC-302

( 火災 )

A200800381

2008-1511

2008/07/05

(事故発生地)

神奈川県

集合住宅の一室が全焼する火災が発生し
、火災現場に当該製品があった。

事故原因は、事故直前に当該製品に動作丌良が
発生しており、事故時の状況から当該製品から
出火した可能性も考えられるが、事故品の焼損
が著しく、主要な電気部品が焼失しており、原
因の特定には至らなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/07/11)エアコン

松下電器産業株式会社（現
　パナソニック株式会社）

CS-224TB

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0004

A200800437

2008-1698

2008/07/05

(事故発生地)

東京都

火災が発生し、火災現場に当該製品があ
った。

○当該製品の樹脂はほとんど焼損、焼失してい
た。
○残存していた電気部品（モーター、スイッチ
）、内部配線、電源コードに溶融痕等の発火の
痕跡は認められなかった。
○焼失等によって一部の電気部品（コンデンサ
ー）が確認できなかった。
○当該製品のスイッチは「強」の状態で、使用
者が外出している間に火災が発生した。
●事故原因は、当該製品の焼損が著しく、電気
部品等の一部が焼失して確認できないことから
、製品起因か否かを含め原因の特定はできなか
った。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/07/30)扇風機

森田電工株式会社

MF-25B

( 火災 )

A200800533

2008-2137

2008/08/20

(事故発生地)

東京都

当該製品付近から出火したと思われる火
災が発生した。

○当該製品は上面の焼損が著しく、前方上部は
焼失し内部基板の一部も焼失していた。
○当該製品の底面及び充電電池の装填部はほと
んど焼損しておらず、残存している電気部品等
に溶融痕等の発火の痕跡は認められなかった。
●事故原因は、当該製品の焼損状況から外部か
らの延焼の可能性も考えられたが、内部基板の
一部が焼失していたため、製品起因か否かを含
め原因の特定はできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/08/22)充電式クリーナー

株式会社オーム電機

SOJ-TRV10

( 火災 )

A200800555

2008-2289

2008/06/27

(事故発生地)

沖縄県

当該製品から発煙する火災が発生した。 調査の結果、当該製品から出火したと考えられ
たが、回収された当該製品のモーター、コンデ
ンサー、内部配線に発火の痕跡はみられず、内
部の制御基板部が未回収であったことから、原
因の特定には至らなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/08/29)扇風機

松下エコシステムズ(株)（
現 パナソニックエコシステ
ムズ(株））

F-40R2D

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0005

A200800557

2008-2290

2008/07/24

(事故発生地)

和歌山県

当該製品の首振り部分から出火し、畳の
一部を焦がした。

調査の結果、モーターの起動コンデンサーが焼
失しており、コンデンサー内部のリード線接続
部に電気痕が認められたことから、事故原因は
、長期間使用（３０年以上）により、コンデン
サーに丌具合が生じ、発火し、火災に至ったも
のと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/08/29)扇風機

シャープ株式会社

PJ-404FF

( 火災 )

A200800572

2008-2507

2008/08/11

(事故発生地)

東京都

当該製品付近から出火する火災が発生し
た。

○当該製品は焼損が著しく、一部の電気部品（
電源コード、モーター、内部配線）しか確認で
きなかった。
○電源コードに溶融痕が認められたが、一次痕
か二次痕かどうかの特定はできなかった。
●事故原因は、当該製品の焼損が著しく電気部
品の一部しか残存していないことから、製品起
因か否かも含め原因の特定はできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/09/05)扇風機

株式会社ドウシシャ

CIM-352

( 火災 )

A200800599

2008-2622

2008/08/19

(事故発生地)

宮城県

当該製品を使用していたところ、異臭が
し、洗濯槽の外側に炎が見えた。

○当該製品はリサイクル店で購入したため、購
入以前の使用状況等は丌明である。
○全体に激しく焼損しており、給水弁、排水弁
、ファンモーター、ヒーター部の温度センサー
については、確認することができなかった。
○残存している電気部品や電源電線、内部配線
については溶融痕等の発火原因となる痕跡は認
められなかった。
●事故原因は、当該製品が全体的に激しく焼損
しており、残存している部品には溶融痕等の発
火の痕跡は認められなかったが、給水弁、排水
弁、ファンモーター、ヒーター部の温度センサ
ーについては残存しておらず確認することがで
きなかったため、製品起因か否かも含め原因の
特定はできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/09/12)電気洗濯乾燥機

日立ﾎｰﾑ･ｱﾝﾄ･ﾞﾗｲﾌ･ｿﾘｭｰｼｮ
ﾝ株式会社（現 日立ｱﾌﾟﾗｲｱ
ﾝｽ株式会社）

NW-D8AX

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0006

A200800661

2008-2999

2008/09/23

(事故発生地)

東京都

視聴中に当該製品の背面から発煙した。 事故原因は、フライバックトランスの製造時に
、巻線の絶縁被覆の損傷、又は、異物の混入等
があったものと考えられ、そのため、層間短絡
（レイヤーショート）が生じ、発熱・発煙に至
ったものと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/10/02)テレビ（ブラウン管型）

株式会社日立製作所

21CH-70

( 火災 )

A200800702

2008-3081

2008/10/02

(事故発生地)

滋賀県

当該製品を使用中に、左手の親指と人差
し指の間を切傷した。

調査の結果、当該製品は刃先が手に当たらない
ようにハンドガードが取り付けられた仕様であ
る。事故原因は、ハンドガードを固定している
ネジの締め付けが製造工程において丌十分であ
ったため、使用時の振動でネジが緩み、消費者
が当該製品を使用中に、ハンドルから手を滑ら
せた際の衝撃で、ハンドガードが外れたため、
手が刃先に当たり負傷したものと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。なお、リョービ（株）では、ハ
ンドガードの固定を強化をするための部品
を追加する対策を講じている。

(受付:2008/10/10)電動剪定機

リョービ株式会社

HT-3520

( 重傷 )

A200800703

2008-3072

2008/09/28

(事故発生地)

愛知県

当該製品から発煙した。 事故原因は、長期間使用（約１５年）による経
年劣化によって、配線コネクター部でトラッキ
ング現象が生じ、発熱・発火に至ったものと考
えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/10/10)電気冷蔵庨

松下電器産業株式会社（現 
パナソニック株式会社）

NR-C35V5

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0007

A200800721

2008-3171

2008/10/06

(事故発生地)

埼玉県

当該製品付近から発煙していた。 事故原因は、当該製品庨内上部のファンカバー
から内箱天面にかけて焼損しており、長期間使
用（約２６年）により、ファンモーターの巻線
が絶縁劣化したため、短絡が生じてショートし
、出火に至ったものと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/10/17)電気冷凍庨

松下冷機株式会社（現　パ
ナソニック株式会社）

NR-92FZ

( 火災 )

A200800786

2008-3433

2008/10/28

(事故発生地)

北海道

廊下天井に設置していた当該製品が燃え
ていた。

事故原因は、長期間使用（約３５年）により、
当該製品のモーターがロック状態となって異常
発熱し、リード線部分で短絡して発火したもの
と考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/11/06)換気扇

松下精工株式会社（現 パナ
ソニックエコシステムズ株
式会社）

FV-14BFB

( 火災 )

A200800841

2008-3621

2008/08/19

(事故発生地)

静岡県

当該製品から出火する火災が発生し、製
品の一部とキッチン内壁の一部を焼損し
た。

事故原因は、長期間使用（約１３年）により、
当該製品の始動リレー接続端子部に接触丌良が
発生し、発熱・発火に至った可能性があると考
えられるが、当該製品を確認できなかったため
、原因を特定することはできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/11/20)電気冷蔵庨

エレクトロラックス・ジャ
パン株式会社

3610KG

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0008

A200800844

2008-3623

2008/11/11

(事故発生地)

京都府

当該製品のスイッチを入れてしばらくす
ると異臭がして発煙した。

調査の結果、ヒーター接続端子部に接続されて
いる接続端子が溶断しており、また、リード線
と接続端子とのカシメ部に欠損が認められるこ
とから、事故原因は、製造時における当該カシ
メ部のカシメ丌良があったため、長期間使用（
約２０年）により接触丌良が進行し、異常発熱
が生じ、火災に至ったものと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/11/20)電気冷温風機

シャープ株式会社

KR-48H

( 火災 )

A200800857

2008-3626

2008/11/07

(事故発生地)

長崎県

天井に取り付けられていた当該製品が燃
えていた。

事故原因は、長期間使用（約３４年）により、
当該製品のモーターシャフトが拘束状態となり
、巻線が発熱し、層間短絡が生じて発火に至っ
たものと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/11/21)換気扇

松下精工株式会社（現 パナ
ソニックエコシステムズ株
式会社）

FV-14BFB

( 火災 )

A200800860

2008-3680

2008/11/13

(事故発生地)

京都府

電源停止中の当該製品から音がして発火
した。

事故原因は、当該製品内部の電源基板上のコン
デンサー（電源オフ時に待機電力を供給）の品
質丌良であったため、印加された電圧によって
絶縁破壊して、異音とともに出火したものと考
えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/11/24)パソコン

株式会社ユニットコム

LDT/XPH-9GCE2180161G
（レサンセ）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0009

A200800906

2008-3738

2008/11/19

(事故発生地)

埼玉県

スイッチが切ってあった当該製品のタン
ク下側の樹脂の一部が溶けて発煙した。

事故原因は、当該製品のヒーター制御用トラン
ジスターが故障してヒーターへの通電が継続し
て掛け面の温度が異常に上昇した際に、温度過
昇防止器の動作温度が高い丌具合品であったこ
とが複合して、正常な温度で作動しなかったた
めに、樹脂部が異常過熱して発煙したものと考
えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/11/28)アイロン

松下電器産業株式会社（現 
パナソニック株式会社）

NI-CL602

( 火災 )

A200800972

2008-4013

2008/12/06

(事故発生地)

千葉県

当該製品から発火し、天井が煤け、コタ
ツ布団、電気カーペットなどの一部が焦
げた。

事故原因は、当該製品のインバーター基板のラ
ンプ用リード線はんだ付け部において、はんだ
付け丌良があったことから接触丌良となり、異
常発熱し、出火に至ったと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/12/17)照明器具

日立ライティング株式会社

RCX12B20E

( 火災 )

A200800977

2008-4070

2008/12/09

(事故発生地)

三重県

当該製品の豆球を点灯させて室外に居た
ところ、大きな音がしたため確認すると
、照明器具が落下しており、周辺が燃え
ていた。

事故原因は、当該製品のスイッチの動きが悪く
点灯しないことがあったことから、スイッチが
長期間使用（約２７年）により故障し、出火に
至った可能性も考えられるが、当該製品のスイ
ッチ及び３０Ｗ用グロー球（点灯管）が未回収
のため、原因の特定には至らなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/12/18)照明器具

松下電工株式会社（現　パ
ナソニック電工株式会社）

HD9140

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0010

A200801033

2008-4299

2008/12/21

(事故発生地)

岐阜県

当該製品の電源を入れて５分ほど運転し
たところ、当該製品の電源プラグを接続
した壁コンセントから火柱が上がったた
め、消火した。また、出火の際に壁が焼
損した。

事故原因は、当該製品の電源プラグ内のプラグ
刃と電源芯線との接続方法（カシメ加工）に接
続丌良があったため、発熱が生じて絶縁劣化を
起こして短絡し、出火したものと考えられた。
なお、コンセントに異常は認められなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/01/05)電気温風機（セラミック
ファンヒーター）

岩谷産業株式会社

ICH-ESW3

( 火災 )

A200801055

2008-4346

2008/12/31

(事故発生地)

東京都

当該製品から出火し、１名が両足に火傷
を負った。

事故原因は、長期間の使用（約４０年）によっ
て、ヒーター線に捻れ等が生じ、また、日常的
に折りたたんで使用されていたために、ヒータ
ー線が近接し異常発熱したことに加え、電源ス
イッチ（シーソースイッチ）が折損していたが
、故障状態のまま使用されたため、常時通電状
態となり、異常発熱時に通電を停止する安全装
置が正常に作動せず、異常発熱が継続して出火
に至ったものと考えられた。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/01/09)電気毛布

旭産業有限会社（現 旭産業
株式会社）

SE-350（三菱電機株式会社
ブランド）

( 火災 )

A200801090

2008-4482

2008/12/14

(事故発生地)

山梨県

当該製品の差し込みプラグの一部が焦げ
た。

事故原因は、当該製品の差し込みプラグの製造
工程において、栓刃（プラグ刃）とコード芯線
を接続する際に、コード芯線の絶縁被覆の一部
が同時にかしめられたために、芯線に負担が掛
かって半断線し、発熱、出火に至ったものと考
えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/01/16)デスクヒーター

太陽工業株式会社

DH-204

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0011

A200801100

2008-4474

2009/01/08

(事故発生地)

岡山県

当該製品から出火する火災が発生した。 調査の結果、当該製品内部のメイン基板の電源
コード入力部付近の焼損が著しく、当該箇所か
らの出火が疑われたが、当該箇所の基板及び電
気部品が焼失・未回収であったため、原因の特
定には至らなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。なお、当該機種については、製
造事業者により、製品の一部部品の経年劣
化や埃等の堆積状況によっては、発火に至
る可能性があることが判明したため、平成
１０年４月１５日から製品の無償点検及び
改修を実施している。

(受付:2009/01/16)テレビ（ブラウン管型）

松下電器産業株式会社（現
　パナソニック株式会社）

TH19-L6VR

( 火災 )

A200801138

2008-4609

2008/11/22

(事故発生地)

東京都

当該製品の下部が溶ける火災が発生した
。

事故原因は、３本あるヒーター管のうち１本の
ヒーター管下部（端部）のリード線と内部配線
の接続に圧着丌足があったため、接触丌良とな
り、異常発熱し、内部配線の絶縁被覆に着火、
底部の樹脂製外郭を焼損・溶融したものと考え
られる。

輸入事業者が倒産しているため、改修等の
措置を取ることができず、今後も同様の事
故が発生するおそれがあることから、当該
製品をお持ちの方に対して、直ちに使用を
中止するよう、平成２３年１月２５日、消
費者庁が呼び掛けました。

(受付:2009/01/23)電気ストーブ（ハロゲン
ヒーター）

株式会社アイアン［倒産］

IR-4651

( 火災 )

A200801162

2008-4664

2009/01/02

(事故発生地)

鹿児島県

当該製品を使用中に、製品下部より発煙
し、底部を焼損した。

事故原因は、３本あるヒーター管のうち１本の
ヒーター管下部（端部）のリード線と内部配線
の接続に圧着丌足があったため、接触丌良とな
り、異常発熱し、内部配線の絶縁被覆に着火、
底部の樹脂製外郭を焼損・溶融したものと考え
られる。

輸入事業者が倒産しているため、改修等の
措置を取ることができず、今後も同様の事
故が発生するおそれがあることから、当該
製品をお持ちの方に対して、直ちに使用を
中止するよう、平成２３年１月２５日、消
費者庁が呼び掛けました。

(受付:2009/01/27)電気ストーブ（ハロゲン
ヒーター）

株式会社アイアン［倒産］

IR-4619

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0012

A200801185

2008-4721

2009/01/22

(事故発生地)

山形県

脱衣所の壁に取り付けてあった当該製品
から白煙が上がり、首振り部分からモー
タ部が外れて落下し、周囲が焼損した。

事故原因は、長期間の使用（約３２年）により
、当該製品のコンデンサーが絶縁劣化し、内部
短絡が生じて、異常発熱し、火災に至ったもの
と考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/01/30)扇風機

シャープ株式会社

PJ-306MT

( 火災 )

A200801189

2008-4724

2008/12/18

(事故発生地)

埼玉県

当該製品を使用中に製品下部から異臭が
して煙が出た。当該製品を持ち上げたと
ころ、畳に数センチの焦げあとがあった
。

事故原因は、当該製品内部のヒューズホルダー
内にある接触端子と電源線との圧着丌良により
、接触丌良が生じて異常発熱し、発煙や焦げが
生じたものと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/01/30)電気ストーブ（ハロゲン
ヒーター）

株式会社テークスグループ

PLM-29701

( 火災 )

A200801192

2008-4727

2009/01/21

(事故発生地)

京都府

当該製品を使用中に異音がし、その後、
製品上部から発煙した。

事故原因は、当該製品の偏向ヨーク基板上の配
線コネクター接続部にはんだ付け丌良があった
ため、はんだ割れが生じて接触丌良となり、ス
パークが発生し、当該部分が焼損したものと考
えられた。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/01/30)ディスプレイモニター

株式会社ソーテック（オン
キヨー株式会社に吸収合併
）

MC-17T01

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0013

A200801215

2008-4839

2009/01/20

(事故発生地)

岩手県

当該製品のヒーター接続部から火花が出
て、周囲に着火する火災が発生し、１名
が軽傷を負った。

事故の原因は、当該製品のヒーターユニットの
器具用プラグ差込部において、２本あるうちの
１本の接続用丸ピンが根元付近で溶断している
ことから、トラッキング現象によって出火した
ものと考えられたが、差込部に異物の付着等は
認められず、トラッキング現象が発生した原因
は特定できなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/02/06)電気こたつ

株式会社電響社

DY-C756W

( 火災 )

A200801228

2008-4882

2009/01/26

(事故発生地)

兵庨県

当該製品から発火する火災が発生し、寝
具や壁等が焼損し、天井が汚損した。

事故原因は、長期間使用（約１３年）によって
、電源コードに取扱い時において、折り曲げや
引っ張り等の外力が繰り返し加わったために、
コントローラー側のコードプロテクター部分の
電線素線が半断線し、スパークが発生して焼損
したものと考えられた。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/02/09)電気ひざ掛け

日本電熱株式会社

NM-0141

( 火災 )

A200801284

2008-5071

2009/02/11

(事故発生地)

千葉県

当該製品のコントローラー部分から発煙
した。

事故原因は、当該製品のコントローラー内部基
板上のヒーター用リレー端子にはんだ丌良があ
ったため、はんだ付け部にクラックが生じ、接
触丌良となり、当該部分が過熱・発煙したもの
と考えられた。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/02/25)電気カーペット

株式会社日立ホームテック
（現 日立アプライアンス株
式会社）

HMHU-H205MS

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0014

A200801285

2008-5072

2009/02/13

(事故発生地)

東京都

当該製品を運転中に当該製品から発煙し
た。

事故原因は、当該製品のコントロール基板上の
電源スイッチ用リレー端子にはんだ丌良があっ
たため、はんだ付け部にクラックが生じ、接触
丌良となり、当該部分が過熱・発煙したものと
考えられた。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/02/25)電気洗濯乾燥機

株式会社日立製作所（現 日
立アプライアンス株式会社
）

WD-60D

( 火災 )

A200801308

2008-5166

2009/02/18

(事故発生地)

神奈川県

当該製品の後部が異常発熱によりケース
が変形し、発煙した。

事故原因は、当該製品の偏向ヨーク基板上のコ
イル取り付け部にはんだ割れが生じて接触丌良
となり、スパークが発生し、焼損したものと考
えられたが、当該部分の焼損が著しく、特定す
ることができなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/03/03)ディスプレイモニター

オンキヨー株式会社

MC-17K01

( 火災 )

A200801363

2008-5367

2009/03/10

(事故発生地)

東京都

当該製品から出火したと思われる火災が
発生し、隣接の家具側面を焼損した。

事故原因は、当該製品の電源スイッチのファス
トン端子リード線のかしめ丌良により、発熱し
、出火したものと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/03/17)電気洗濯乾燥機

株式会社メイコー・エンタ
プライズ

WD1008B

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0015

A200900092

2009-0416

2009/03/30

(事故発生地)

岐阜県

当該製品付近から出火する火災が発生し
た。

○使用者は事故後に電気こたつ、こたつ布団、
絨毯等を焼却していた。
○焼却後の当該製品を確認したところ、ヒータ
ー管に破損はなく、ヒーター線には断線は認め
られなかった。
○当該製品の温度ヒューズ（１５７℃）は溶断
しており、温度ヒューズの端子固定台の片側に
発熱痕が認められた。
○当該製品の中間スイッチ部の電源コードには
折れ曲がりが見られ溶融痕が認められたが、一
次痕か二次痕かどうかを特定できなかった。
●事故原因は、当該製品の温度ヒューズの取り
付けに丌具合があったために接続部が異常発熱
し発火に至った可能性があるが、中間スイッチ
付近のコードが使用時の繰り返し屈曲で断線し
発火に至った可能性もあり、製品起因か否かも
含め原因の特定はできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/04/30)こたつヒーター

クレオ工業株式会社

NN8050

( 火災 )

A200900109

2009-0451

2009/04/28

(事故発生地)

大阪府

ノートパソコンを使用していたところ、
当該製品から発煙・発火する火災が発生
した。

○当該製品の焼損部分は、電源コードセットを
接続しているＡＣインレット部のみであり、嵌
合部の金属端子が溶融・消失していた。
○ＡＣインレット部分は焼損が激しい為、異物
等の付着は確認できなかった。
○基板の回路は、直接ＡＣ入力すると正常に作
動した。
●事故原因は、ＡＣインレット嵌合部の金属端
子部のみ溶融・消失している事から、ＡＣイン
レット部分でトラッキング現象が発生し発火し
た可能性があるが、トラッキング現象が発生し
た原因を特定できなかったため、製品起因か否
かも含め原因の特定はできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/05/08)ＡＣアダプター（ノート
パソコン用）

株式会社日立製作所

PC-AP7400

( 火災 )

A200900148

2009-0605

2009/05/07

(事故発生地)

東京都

当該製品から発煙・異音がした。 事故原因は、当該製品のメイン基板上の部品（
整流用ダイオード）がショート状態で故障した
影響で、キャプスタン駆動モーター用の制御ト
ランジスタに異常電圧が印加され、当該トラン
ジスタが破損した際に発煙が生じたものと考え
られた。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/05/22)ＤＶＤプレーヤー（ビデ
オ一体型）

三洋電機株式会社

VZ-DV1G

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0016

A200900760

2009-2718

2009/11/26

(事故発生地)

愛媛県

建物を全焼する火災が発生し、現場に当
該製品があった。

○当該製品の焼損が著しく、金属部以外は焼失
していた。
○当該製品は電気ポットと一緒にマルチタップ
に接続されていた。
○当該製品のモーター固定子のコイル部にショ
ート痕が認められたが、一次痕か二次痕かを特
定することはできなかった。
○当該製品の安全装置は焼失していたため、確
認できなかった。
●事故原因は、モーター固定子のコイル部にシ
ョート痕が認められたが焼損が激しく、製品起
因か否かも含め原因の特定はできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/12/16)空気圧縮機

アネスト岩田キャンベル株
式会社

PIONEER100-6

( 火災 )

A200900924

2009-3385

2010/01/15

(事故発生地)

東京都

当該製品及び周辺が焼損する火災が発生
した。

○当該製品は焼損が著しかった。
○残存した電気部品に発火の痕跡は認められな
かったが、焼失して確認できない部品（基板及
びコンデンサー）があった。
○当該製品近傍にタバコの吸殻及び灰皿が確認
された。
●事故原因は、一部の電気部品が焼失しており
確認できなかったこと、また外火による火災の
可能性も考えられたことから、製品起因か否か
も含め原因の特定はできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2010/01/26)エアコン（室外機）

ダイキン工業株式会社

Ｒ50CCV

( 火災 )

A201000021

2010-0269

2010/03/31

(事故発生地)

東京都

当該製品から発煙する火災が発生した。 調査の結果、当該製品の電源基板に焼損が見ら
れたこと及び基板にはんだクラックが見られた
ことから、はんだ付け丌良によりスイッチング
回路のトランジスターが焼損し、発煙に至った
ものと考えられた。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。日本ヒューレット・パッカード
株式会社では、ホームページ等で当該情報
を掲載し、バックライトが点灯せず、まれ
に発煙を伴い、故障する場合があり、設計
上、拡大被害につながらないものの、故障
の有無にかかわらず、対応を行うこととし
た。

(受付:2010/04/07)ディスプレイモニター

日本ヒューレット・パッカ
ード株式会社

L1955　LCDフラットパネ
ルモニタ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0017

A201000253

2010-1234

2010/06/09

(事故発生地)

東京都

当該製品から発煙する火災が発生した。 調査の結果、当該製品の電源基板に焼損が見ら
れたこと及び基板にはんだクラックが見られた
ことから、はんだ付け丌良によりスイッチング
回路のトランジスターが焼損し、発煙に至った
ものと考えられた。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。日本ヒューレット・パッカード
株式会社では、ホームページ等で当該情報
を掲載し、バックライトが点灯せず、まれ
に発煙を伴い、故障する場合があり、設計
上、拡大被害につながらないものの、故障
の有無にかかわらず、対応を行うこととし
た。

(受付:2010/06/25)ディスプレイモニター

日本ヒューレット・パッカ
ード株式会社

L1955　LCDフラットパネ
ルモニタ

( 火災 )

A201000462

2010-2339

2010/08/18

(事故発生地)

長野県

当該製品及び周辺を焼損する火災が発生
した。

事故原因は、継続して調査中であるが、当該製
品内部の回路において異常電流が生じ、電気部
品の発熱が継続し、最終的に出火に至ったもの
と考えられる。

沖電気工業株式会社、東日本電信電話株式
会社及び西日本電信電話株式会社は、１月
１７日、報道発表を行い、１月２１日より
使用者へダイレクトメールを送付して告知
するとともに、１月２４日より、当該製品
のＡＣアダプターを回収し、異常電流を防
止するためのヒューズを内蔵したＡＣアダ
プターとの無償交換を実施し、異常電流が
当該製品に生じないよう対策を講じること
としました。

(受付:2010/08/30)ルーター（パソコン周辺
機器）

沖電気工業株式会社

RT-200KI

( 火災 )

A201000711

2010-3205

2010/11/16

(事故発生地)

長崎県

当該製品を使用中、当該製品から発煙・
出火する火災が発生し、当該製品が焼損
した。

事故原因は、温度制御用部品（トライアック）
のはんだ量のばらつきにより放熱板へのはんだ
付けが剥離し、放熱性が低下したため発煙・出
火に至ったと考えられる。

株式会社デンソーは、事故の再発防止を図
るため、平成１９年３月２８日より同社ホ
ームページにおいて、平成２１年１０月に
は新聞折込チラシを配布して、製品回収を
呼び掛けています。

(受付:2010/11/25)電気ストーブ

ｾﾞﾈﾗﾙｴｱｺﾝ株式会社（現
　GAC株式会社）（株式会
社ﾃﾞﾝｿｰﾌﾞﾗﾝﾄﾞ）

12F（株式会社デンソーブ
ランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0018

A201000725

2010-3235

2010/11/22

(事故発生地)

秋田県

当該製品で食材を解凍中、当該製品のス
イッチ操作部付近から発煙・出火する火
災が発生し、当該製品及び周辺が焼損し
た。

事故原因は、当該製品使用時に、扉を開閉し、
電源の入切が繰り返されることでドアの開閉を
検知するスイッチが接触丌良となり、スパーク
（電気火花）が発生し、トラッキング現象（絶
縁破壊による短絡）が起こり、発煙・発火に至
ったと考えられる。

輸入事業者である株式会社小泉成器では、
平成１９年９月１２日に新聞社告を掲載し
、注意喚起を行うとともに、対象商品につ
いて無償改修を実施しています。

(受付:2010/11/30)電子レンジ

小泉成器株式会社

KRD-0106

( 火災 )

A201000728

2010-3238

2010/11/23

(事故発生地)

広島県

当該製品を使用後、当該製品内部より発
煙・出火する火災が発生し、当該製品が
焼損した。

事故原因は、製品内部の電源コードと基板を接
続する配線に製造時の丌具合があったため、使
用に伴って接触丌良が生じ、接続部が発熱して
電源コード被覆が発火し、製品内の冷却用ファ
ンに延焼したものと考えられた。

三洋電機株式会社では、事故の再発防止を
図るため、平成２０年６月２１日、新聞社
告を掲載し、対象製品について、無償改修
を実施しています。また、同社では、平成
２１年６月９日から１８日にかけて新聞広
告を再度掲載すると共に、平成２２年９月
に当該リコール情報を掲載したチラシを作
成し、販売店や消費生活センター等へ配布
するとともに、消費者に配布し、情報の周
知を行っています。

(受付:2010/12/01)電子レンジ

三洋電機株式会社

EMO-CH7

( 火災 )

A201000736

2010-3266

2010/11/22

(事故発生地)

茨城県

当該製品を使用中、異臭がしたためタイ
マースイッチを切った。しばらくすると
当該製品の操作パネル部分から出火する
火災が発生し、当該製品が焼損した。

事故原因は、ドアの開閉を検知するスイッチの
製造丌良により、接点部でスパークし、出火し
たと考えられる。

販売事業者である岩谷産業株式会社は、事
故の再発防止を図るため、平成１５年９月
２日から複数回、新聞社告を掲載するとと
もにテレビＣＭ放送で、注意喚起を行い、
対象製品について、無償改修（スイッチ部
の交換）を実施しています。また、本年も
６月以降、未対策品による事故が４件（本
件除く。）発生したことを受けて、平成
２２年９月２１日から９月２９日までの間
及び１１月１６日から１１月２４日までの
間、テレビＣＭ放送で使用者に対して無償
改修を受けるよう呼び掛けていました。

(受付:2010/12/03)電子レンジ

株式会社千石（岩谷産業株
式会社ブランド）

IM-574（岩谷産業株式会社
ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0019

A201000767

2010-3397

2010/12/05

(事故発生地)

福岡県

当該製品を使用中、異臭に気付き確認す
ると、当該製品から出火する火災が発生
しており、当該製品及び周辺が焼損した
。

事故原因は、当該製品の制御基板とヒーターを
制御する部品の接触丌良により発熱し、発煙・
出火に至ったものと考えられる。

東芝ホームアプライアンス株式会社は、事
故の再発防止を図るため、平成２年５月
２９日に新聞社告、平成１９年４月１０日
に再社告を掲載し、注意喚起を行うととも
に、対象製品について無償点検・修理を呼
び掛けています。

(受付:2010/12/15)電気衣類乾燥機

株式会社東芝（現　東芝ホ
ームアプライアンス株式会
社）

ED-D300

( 火災 )

A201000815

2010-3713

2010/12/27

(事故発生地)

鹿児島県

当該製品を使用中、操作パネル部分から
発煙、出火する火災が発生し、当該製品
が焼損した。

事故原因は、当該製品の内部部品（ダイオード
ブリッジ）の製造上のばらつきにより、部品内
部のはんだ部の劣化が進み、はんだクラックが
生じ、スパークが発生し、発煙・発火に至った
ものと考えられる。

松下住設機器株式会社（現パナソニック株
式会社）は、平成１９年５月３１日に新聞
社告を掲載し、その後、平成２１年７月に
量販店の顧客情報を活用したダイレクトメ
ールの送付、平成１９年７月、平成２０年
１１月、平成２１年９月、平成２２年４月
及び９月に合計５回の新聞折り込みチラシ
の配布等を通じて、注意喚起を行うととも
に、対象製品について無償改修を実施して
います。

(受付:2011/01/06)電子レンジ

松下住設機器株式会社（現
　パナソニック株式会社）

NE-A555

( 火災 )

A201000834

2010-3786

2010/12/30

(事故発生地)

福岡県

当該製品を使用中、当該製品を焼損し、
周辺を汚損する火災が発生した。

事故原因は、当該製品の強弱切り替えスイッチ
に使用されているダイオード丌良により、異常
発熱が生じ、火災に至ったものと考えられる。

燦坤日本電器株式会社社は、当該製品を含
む対象機種について、平成２３年２月１５
日以降、回収を行い、代替品への無償交換
又は返金対応を実施する旨の告知を、同社
のホームページに掲載した。

(受付:2011/01/14)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

燦坤日本電器株式会社

UHC-3T

( 火災 )



　製品区分：　01.家庩用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0020

A201000857

2010-3900

2011/01/02

(事故発生地)

兵庨県

当該製品の電源を入れた直後に異臭がし
、その後当該製品後方から発煙・出火す
る火災が発生、当該製品が焼損した。

事故原因は、長期使用により高圧部品外郭に亀
裂が発生し、その部分から放電して、出火に至
ったものと考えられる。

株式会社東芝は、事故の再発防止を図るた
め、平成１６年４月１３日に新聞社告を行
い、また、平成１８年１１月７日、平成
２１年８月１１日にも再度の社告を行い、
併せて新聞社告前日の日付けでホームペー
ジへの掲載により使用者に周知し、対象製
品の無償点検・修理について呼び掛けてい
ます。

(受付:2011/01/19)テレビ（ブラウン管型）

株式会社東芝

25J-S52

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0021

A200800040

2008-0304

2008/04/06

(事故発生地)

東京都

入浴後、口火にしていた時に異音がし、
確認すると当該機器バーナー底部より炎
が出ていた。

事故原因は、長期間使用（約３５年）により、
当該製品のバーナー部にある電磁弁のナットが
腐食して亀裂が生じ、ガスが漏れ、口火が引火
して、火災に至ったものと考えられる。なお、
当該製品は屋内設置式の製品であるが、屋外に
設置されていたため、腐食が促進されたものと
思われる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/04/10)ガスふろがま用バーナー
（ＬＰガス用）

株式会社世田谷製作所

TA-292HPT

( 火災 )

A200800070

2008-0413

2008/04/09

(事故発生地)

長野県

家人が留守中に黒煙が出ているのを発見
し、消火した。現場周辺にあった当該機
器や網戸が焼損し、窓ガラスが割れた。

調査の結果、当該製品のリモコンコードが当該
製品内部の燃焼室近くに押し込まれており、燃
焼室の熱でコードの絶縁被覆の炭化が進んだた
めに、発火に至った可能性や機器内部の油漏れ
の影響が考えられるが、当該製品の焼損が著し
いため、原因の特定には至らなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/04/18)石油給湯機

株式会社長府製作所

IB-36SR

( 火災 )

A200800119

2008-0607

2008/02/11

(事故発生地)

岩手県

当該機器で薪を燃やして使用中に出火し
、当該機器を設置したボイラー室の壁と
天井を焼損する火災が発生した。

事故原因は、長期間使用（約３０年）により、
当該製品と灯油タンクをつなぐゴム製送油管が
劣化して亀裂が生じたために灯油が漏れ、薪の
火が引火し、火災に至ったものと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/04/30)石油ふろがま（薪兼用）

株式会社長府製作所

H2S

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0022

A200800223

2008-0978

2008/05/23

(事故発生地)

千葉県

シャワー使用中にブレーカーが作動し、
ボイラの下部から出火した。

調査の結果、缶体内及びバーナー部に異常燃焼
した痕跡が認められなかったため、電気部品か
らの出火の可能性が考えられたが、当該製品の
焼損が著しいため、原因の特定には至らなかっ
た。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/06/04)油だき温水ボイラ

株式会社長府製作所

PG-34

( 火災 )

A200800243

2008-1071

2008/05/29

(事故発生地)

熊本県

風呂場で異音がするため、確認するとふ
ろがまから出火していた。

調査の結果、長期間使用（約２０年）により、
送油ゴムホースに亀裂が生じ、漏洩した灯油に
、燃焼室底の腐食による穴から漏れた炎が引火
して火災に至った可能性が考えられるものの、
当該製品を最後に使用してから長時間経過した
後に、火災が発生していることから、原因の特
定には至らなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/06/09)石油ふろがま

株式会社長府製作所

ＪＰ２Ｓ

( 火災 )

A200800300

2008-1230

2008/06/10

(事故発生地)

神奈川県

家人が当該機器を着火して外出し、その
後、隣人が当該機器の異常に気づき消火
した。

事故原因は、整備丌良状態での長期間使用（
２６年）により、燃焼丌良に伴い燃焼室内に溜
まった未燃灯油に残り火が発生し、送油ゴムホ
ースの劣化による亀裂部から漏洩した灯油に残
り火が引火して、火災に至ったと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/06/20)石油給湯機付ふろがま

株式会社長府製作所

JIB-2

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0023

A200800343

2008-1378

2007/10/22

(事故発生地)

東京都

ガス漏洩による爆発により天井等が焼損
し、２名が重傷を負った。ガスこんろが
接続されている当該製品からガス漏れし
た可能性がある。

調査の結果、当該製品から微量のガス漏れが認
められたが、爆発の原因となる漏洩量ではなか
ったことから、原因を特定することはできなか
った。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/07/01)ガス栓（都市ガス用）

光陽産業株式会社

G57A

( 火災  重傷 )

A200800346

2008-1379

2008/06/12

(事故発生地)

鹿児島県

当該製品を点火したところ、漏洩したガ
スに引火し爆発した。その際、１名が死
亡した。

当該製品は、一口こんろ、ゴム管、ガス容器（
２ｋｇ）でセット販売され、長期間保管（約
３６年）されていたものである。調査の結果、
当該製品のこんろには、ガス漏れが認められな
かったが、ガス容器の焼損が著しく、また、ゴ
ム管が劣化し、亀裂が生じていた可能性も考え
られたが、焼失しており、原因の特定をするこ
とができなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/07/02)ガスこんろ（ＬＰガス用
）

萩尾高圧容器株式会社

HG-7S

( 火災  死亡  CO中毒 )

A200800496

2008-1989

2008/08/03

(事故発生地)

山形県

当該製品を使用中に異音がし、本体内部
から炎が出た。

当該製品には丌完全燃焼の痕跡や、未燃灯油及
びＯリングの収縮等による油漏れなども認めら
れず、出火部位やその原因について特定には至
らなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする

(受付:2008/08/11)石油給湯機

株式会社トヨトミ

BV-47（F）

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0024

A200800523

2008-2101

2008/08/12

(事故発生地)

愛知県

居室内でタバコを吸おうと火を付けた際
に爆発し、１名が死亡した。

事故原因は、長期間使用（約２３年）により、
当該製品に亀裂が生じたため、ガスが漏れ、ラ
イターの火が引火して火災に至ったものと考え
られる。なお、当該製品は消費者により、ビニ
ールテープで補修されていた。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/08/20)迅速継ぎ手（都市ガス用
）

株式会社三栄水栓製作所

G25-13X10

( 火災  死亡 )

A200800585

2008-2589

2008/08/30

(事故発生地)

山梨県

当該機器の追焚運転を開始後しばらくす
ると、異臭がして発煙していた。

調査の結果、当該製品の焼損状況から当該製品
内部の追い焚き関係の部品からの出火の可能性
が考えられるが、当該部品の焼損が著しいため
、原因の特定には至らなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/09/10)石油給湯機付ふろがま

株式会社長府製作所

JIB-7S

( 火災 )

A200800653

2008-2905

2008/09/20

(事故発生地)

熊本県

浴槽に水を張りタイマーをセットしてい
たところ、しばらくすると異臭がし、発
煙した。

調査の結果、当該製品の缶体に変色が認められ
ることや浴槽に水が残っていなかったことから
、空焚き防止装置が正常に動作せず、空焚きが
生じ、火災が発生した可能性が考えられるが、
調査の過程で、空焚き防止装置の電極を入手す
ることができなかったことから、原因の特定に
は至らなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/10/01)石油ふろがま

株式会社長府製作所

JPK-N3

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0025

A200800695

2008-3067

2008/09/21

(事故発生地)

東京都

カセットこんろを使用したところ、当該
製品付近から火が出た。

調査の結果、カセットこんろに当該製品が長期
間装着した状態であったため、当該製品のステ
ムが長期間押し下げられた状態となり、ステム
ラバーが劣化して亀裂が生じてガスが漏れ、点
火時の火が引火し火災に至った可能性が考えら
れたが、当該製品の保管状態が丌明なため、原
因の特定には至らなかった。なお、当該製品は
警告表記がされている指定外の組み合わせのカ
セットこんろで使用されていた。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/10/10)カセットボンベ

日本瓦斯株式会社

ペチカっ子（株式会社ヨシ
カワブランド）

( 火災 )

A200800717

2008-3165

2008/10/09

(事故発生地)

愛知県

当該機器のスイッチを入れたところ、異
臭がし、発火した。

事故原因は、長期間使用（約１７年）により、
電磁ポンプの弁ゴムが変形したため、燃焼室内
に灯油が漏れだし、当該製品を着火した際に、
燃焼室内に溜まっていた灯油に引火し、火災に
至ったものと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/10/16)石油ふろがま

株式会社長府製作所

CK-12JT

( 火災 )

A200800787

2008-3428

2008/10/30

(事故発生地)

神奈川県

使用中の浴室乾燥機の熱源である当該製
品の排気口から火が見えたため、消火し
た。

事故原因は、当該製品の熱交換器用Ｏリングが
、本来使用されるべきものとは異なる材質のも
のに交換されていたため、当該Ｏリングが劣化
して、水漏れが生じ、バーナーブロックを腐食
させ、未燃ガスが生じて、事故に至ったと考え
られる。なお、Ｏリングを交換した経緯を特定
することはできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/11/06)屋外式ガス給湯暖房機（
都市ガス用）

松下住設機器株式会社（現 
パナソニック株式会社）

AT-241RFA-AL（東京ガス
株式会社ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0026

A200800798

2008-3482

2008/11/01

(事故発生地)

静岡県

当該機器を使用中にボイラ室で異音がし
たので確認すると、室内に炎があがって
おり、当該機器や扉の一部を焼損した。

事故原因は、長期間使用（約３０年）により、
バーナーのノズル先端に微少な異物が付着した
ため灯油が均一に噴霧されず、燃焼室底に未燃
灯油が溜まる状態となり、その未燃灯油に引火
したため、火災に至ったものと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/11/10)石油給湯機

株式会社長府製作所

IB-W

( 火災 )

A200801048

2008-4344

2008/12/28

(事故発生地)

千葉県

お湯がぬるかったため当該機器を確認し
たところ、背板に穴が開き、壁が焼損し
ていた。

事故原因は、長期間使用（約１９年）により、
燃焼室に砂塵等が堆積したため燃焼丌良が生じ
ていたが、使用者が燃焼丌良の状態で使用を継
続したために、熱交換器が排気閉塞を起こし、
徐々に機器背面に割れが生じ、漏れた排気熱に
より、火災に至ったものと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/01/08)屋外式ガス湯沸器（ＬＰ
ガス用）

株式会社長府製作所

GK-164K

( 火災 )

A200801092

2008-4469

2008/12/26

(事故発生地)

島根県

当該製品付近から出火する火災が発生し
た。

事故の状況から、当該製品の燃焼部に異常はな
く、残存した内部配線に溶融痕等の異常燃焼の
形跡は認められなかったが、焼損が著しく、電
源コード及び制御基板等の回収されなかった部
品があるため、原因の特定には至らなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/01/16)石油温風暖房機（開放式
）

株式会社日立ホームテック
（現 日立アプライアンス株
式会社）

OVF-A30

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0027

A200801135

2008-4607

2009/01/15

(事故発生地)

京都府

風呂を沸かすためタイマーをセットした
が沸いていなかったため、再度タイマー
スイッチを入れたところ、ふろがまの外
部に炎が出ていた。

調査の結果、着火丌良により缶体内に未燃灯油
が溜まり、灰出し口より漏れ出したため、再点
火した際に引火して、火災に至った可能性が考
えられたが、着火丌良の原因を特定することが
できなかったため、原因の特定には至らなかっ
た。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/01/23)石油ふろがま（薪兼用）

株式会社長府製作所

CH2缶、SB-71H

( 火災 )

A200801150

2008-4654

2009/01/08

(事故発生地)

北海道

家のブレーカーが落ちたので確認すると
、当該機器の前方下部と横から炎が出て
、消火した。

当該製品下部のリモコンコード等の配線が集中
している箇所の焼損が著しいが、配線類には短
絡痕は認められないため、出火の原因の特定に
は至らなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/01/26)石油給湯機付ふろがま

株式会社トヨトミ

BSF-4500(F)

( 火災 )

A200801167

2008-4658

2009/01/16

(事故発生地)

神奈川県

追い焚きをするためにタイムスイッチを
設定し、風呂の運転を開始後しばらくし
て、ボイラー室へ行くと機器内部が焼損
していた。

事故原因は、長期間使用（約２７年）により、
給湯缶体の排水栓部から水漏れが生じたため燃
焼室が腐食し、整備丌足の状態で使用を続けた
ため、腐食部より染み出した燃焼丌良による未
燃灯油に引火したため、火災に至ったものと考
えられる。なお、当該製品は過去、修理業者が
修理を行っていたが、機器内部の点検丌足もあ
ったと思われる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/01/28)石油給湯機付ふろがま

株式会社長府製作所

JIB-2

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0028

A200801208

2008-4789

2009/01/27

(事故発生地)

鹿児島県

当該機器がある室内に入ると、煙が充満
していたため換気をしていたら、７名が
体調丌良となった。

当該製品の排気口及び燃焼筒に煤が付着してい
たことから、消火した際に芯が完全に下がらず
に丌完全燃焼をおこした可能性は考えられるが
、消火時の状況が丌明であることから、事故の
原因の特定には至らなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/02/04)石油ストーブ（開放式）

株式会社トヨトミ

KSA-105G

( CO中毒 )

A200801277

2008-5068

2008/12/31

(事故発生地)

茨城県

当該機器のコードをコンセントに差し込
んだところ、「パチッ」と音がし、その
後スイッチを入れたところ、当該機器の
下から燃えだした。

当該製品には異常燃焼の痕はなく、電源コード
の引き込み部に半断線による溶融痕はあったが
出火に至った痕跡は認められず、他は焼損が著
しいことから、出火部位やその原因の特定には
至らなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/02/24)石油温風暖房機（開放式
）

株式会社トヨトミ

LR-357

( 火災 )

A200801404

2009-0002

2009/03/20

(事故発生地)

福岡県

当該製品に薪を入れて風呂を沸かしてい
たところ、釜付近が燃えていた。

事故原因としては、当該製品のバーナー及び釜
に異常は認められず、焚き口のふたを開けたま
ま使用したため焚き口から火があふれ、周囲の
可燃物に引火したものと推定される。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/03/27)石油ふろがま（焼却兼用
）

長州産業株式会社

MS-3C

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0029

A200801408

2009-0006

2009/03/13

(事故発生地)

千葉県

当該製品を使用中に異臭がした。確認し
たところ機器内の一部が焼損していた。

事故原因は、長期間使用（約２６年）により、
水ガバナーのＯリングが劣化して、水漏れが生
じたため、ガス管が腐食し、ガスが漏れ、当該
製品の口火が引火して、火災に至ったものと考
えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/03/27)密閉式（ＢＦ式）ガスふ
ろがま（都市ガス用）

株式会社ガスター

SR-VS1

( 火災 )

A201000719

2010-3232

2010/11/19

(事故発生地)

千葉県

当該製品を使用中、ブレーカーが作動す
ると同時に、当該製品から発煙・出火す
る火災が発生し、当該製品が焼損した。

事故原因は、電磁弁に使用されている部品のＯ
リング（パッキン）が劣化により硬化、収縮し
、器具内に油漏れが発生。この漏れた灯油に引
火して機器内部が焼損したと考えられる。

株式会社ノーリツは、当該製品を含む対象
機種の石油給湯機付ふろがま及び石油給湯
機について事故の再発防止を図るため、平
成１４年１０月から無償改修を開始し、平
成１８年１２月４日には、再度新聞社告を
掲載し、注意喚起を行うとともに、ＯＥＭ
製品を含む対象製品について無償改修を実
施しています。さらに、平成２１年１２月
からは、戸建住宅へのチラシ直接配布や、
全石連（全国石油商業組合連合会、全国石
油共済協同組合連合会）を通じて、４７都
道府県の石油商業組合及び石油共同組合に
加盟している石油販売事業者に協力を依頼
し、灯油の納入先にリコール対象製品がな
いのかの確認を行うなど対象製品の改修促
進を図っています。

(受付:2010/11/28)石油給湯機

株式会社ノーリツ

OQB-302Y

( 火災 )

A201000769

2010-3394

2010/12/06

(事故発生地)

福井県

当該製品を使用中、異音がしたため確認
すると、当該製品下方から出火する火災
が発生しており、当該製品及び周辺が焼
損した。

事故原因は、電磁弁に使用されている部品のＯ
リング（パッキン）が劣化により、硬化、収縮
し、器具内に油漏れが発生。その灯油に引火し
て機器内部を焼損したと考えられる。

ＴＯＴＯ株式会社は事故の再発防止を図る
ため、平成１４年１０月及び平成１８年
１２月に新聞社告を掲載し、注意喚起を行
うとともに、ＯＥＭ製品を含む対象製品に
ついて無償改修を実施しています。

(受付:2010/12/16)石油給湯機

ＴＯＴＯ株式会社　［製造
：東陶ユプロ株式会社　（
解散）］

RPH40KE

( 火災 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0030

A201000759

2010-3370

2010/11/01

(事故発生地)

東京都

幼児（５歳男児）を当該製品に乗せて自
転車で走行中、幼児の足が車輪に巻き込
まれ、負傷した。

事故原因は、自転車の販売店にて当該製品を取
付けた際に、足乗せ部を説明書と違った組付け
方をして、製品本体に十分に固定されていなか
ったことから、使用中に繰り返される負荷によ
り足乗せ部の支柱が破損し、足乗せがない状態
で幼児を乗せて走行したため事故が発生したと
考えられる。

ブリヂストンサイクル株式会社は、事故の
再発防止のため、１２製品について、本年
９月２１日にホームページへ掲載するとと
もに、本年９月２２日に新聞社告を掲載し
、樹脂製の製品と無償交換を呼び掛けてい
ます。

(受付:2010/12/13)自転車用幼児座席

ブリヂストンサイクル株式
会社

RCS-NRX.A

( 重傷 )

A201000820

2010-3714

2010/11/05

(事故発生地)

大阪府

幼児（３歳女児）を当該製品に乗せて自
転車で走行中、当該製品の左側足乗せ部
分が脱落し、幼児の足が車輪に巻き込ま
れ、負傷した。

事故原因は、使用中に繰り返される負荷により
足乗せ部の支柱が破損し、事故の発生に至った
と考えられる。

ブリヂストンサイクル株式会社は、事故の
再発防止のため、１２製品について、平成
２２年９月２１日にホームページへ掲載す
るとともに、平成２２年９月２２日に新聞
社告を掲載し、樹脂製の製品と無償交換を
呼び掛けています。

(受付:2011/01/07)自転車用幼児座席

ブリヂストンサイクル株式
会社

RCSNRX.A

( 重傷 )



　製品区分：　08.レジャー用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0031

A201000757

2010-3368

2010/10/23

(事故発生地)

岐阜県

当該製品を使用中、スイングアーム（可
動式の足載せ部）が外れ、落下し、重傷
を負った。

事故原因は、スイングアーム支柱を本体に固定
している２箇所のナットが、確実に締め付けら
れておらず、使用中に緩んで外れたために、ス
イングアームが外れ、落下したことによって負
傷したものと考えられる。

株式会社オークローンマーケティングは事
故の再発防止を図るため、平成２２年１２
月２４日より、ダイレクトメールを送付す
るとともに、順次、販売店での店頭におい
ても当該情報を告知して、使用者に対して
注意喚起することとしました。

(受付:2010/12/13)運動器具

株式会社オークローンマー
ケティング

アブサークルプロ

( 重傷 )


